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• 何故ソフトウェア向けのハードウェアモデル記述なのか
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ソフトウェアの高度化

海外の動向
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何故ソフトウェア向けのハードウェアモデル記述
なのか
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• システム要求からの流れ

• システムのソフトウェア化→ソフトウェア高度化→高い性能要求

• 制約：ムーアの法則の終焉

• 高度なソフトウェアでコンピュータとして高い性能を実践的な
開発コストで実現するためには、高性能なHWに最適化するため
のメソドロジが不可欠

• メソドロジ（ツール）はハードウェアを知らなければならない
→ハードウェアモデルの必要性
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ソフトウェアの高度化と高性能なハードウェア
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• AUTOSARのHADとConnectedの画像

landscape of intelligent ECUs
5

HAD



• HADを始めとするシステムの実現性に不可欠なIntelligent ECUの実現には
新たな技術が求められる

• AIを始めとする様々な新しい処理には、多くのデータと多くの演算を高速
に処理できる技術が必要となる

• 具体的には車載ネットワークはCANからEthernetへ、計算はマイコンから
プロセッサによるコンピューティングへ

• これは組込みにおけるHPC (High Performance Computing) と言える

• マルチコアは最低限、8コアを優に超えるメニーコア、GPGPU、FPGA、
DFP、専用アクセラレータ等を組合わせたヘテロジニアスコンピューティ
ングの導入がすでに始まっている

Technology Drivers for AUTOSAR Adaptive Platform
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• SW ComponentのECUへの
マッピングとパーティショ
ンへのマッピング

• マッピングのための簡易的
なもので性能情報などは存
在しない

• ただし、HWとSWはセット
であるということを示して
いる一例

7

AUTOSAR Classic Platformのハードウェアモデル
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AMALTHEAのハードウェアモデル
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https://www.eclipse.org/app4mc/help/app4mc-0.7.2/index.html#section3.7



9

AMALTHEAのハードウェアモデル詳細
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AMALTHEAのメモリアクセス性能情報
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SHIM
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• 2005設立

• ミッション: 業界標準化によってTime-To-Marketを改善

• 委員会ベースの規格策定

The Multicore Association
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• Software Hardware Interface for Multi-manycore

• ハードウェアを表現するXMLスキーマ標準仕様

SHIM

SHIM XML

.xml

.xml

.xml

Auto-parallelizing 

compiler

Parallelization tool

OS/middleware 

configurator

Performance 

analysis tool

1. Performance Estimation

2. Tool Configuration3. Hardware Modeling
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• 2015年1月に公開済み

• MCA WebページからDownload可能

• github上にSHIM XMLを作成するため
のツール群をMITライセンスでOSSと
して公開済み

https://github.com/openshim/shim

SHIM 1.0
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https://www.multicore-association.org/
https://github.com/openshim/shim


SHIM XML schema
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1. Functional units for improved accuracy

2. Power properties with DFS support

3. Complex caches

4. Communication contention description

5. Processor model in a separate XML for re-use

6. Vendor extensions

SHIM2.0の方向性
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• ツール、ランタイム、ハードウェアベンダ

• 今は多様なハードウェアとコンフィギュレーションに各社が個別対応

• SHIMにより多様なハードウェアの対応コストが下がる

• システム設計者

• SHIMによって早期の性能を含むシステムアーキテクチャ評価を実ハード
ウェアの有無によらず行う事が可能になる

• ソフトウェア開発者

• SHIM対応ツールを用いる事で、複雑なマルチコアハードウェアを活用し
やすくなる

SHIMのメリット
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• コンピュータの原理

• 優れたコンピュータはHWとSWが合わせ込まれている

• ソフトウェアの高度化

• 高度化したソフトウェアは複雑かつ規模大、開発コスト低減のため抽象
化による再利用→HWへの合せ込みが課題

• 高性能と高消費電力のニーズ

• 高度化したSWを実行する複雑度の高いヘテロジニアス・マルチ・メニー
コアの必要性

• これらを解決するためのハードウェアモデルSHIMとSHIM対応
設計支援ツール

まとめ
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